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≪自動車利用増加への対応強化≫ 

・都心中心部では、更新時期を迎えた建築物が多くあり、民間開発による機能更新の検討が

進んでいます。現行の「福岡市建築物における駐車施設の附置等に関する条例（以下、附

置義務条例）」では、駐車場は敷地内確保が原則であるため、特定のエリアに大量の駐車

場が整備される可能性が考えられます。 

・都心中心部での民間開発による駐車需要の増加に対して、公共交通への転換を促進すると

ともに、駐車需要に応じた適正規模の駐車場整備を誘導していく必要があります。 

≪駐車場出入口付近における歩行者の安全確保≫ 

・附置義務駐車場の確保により、歩行者と駐車場を出入りする車両との交錯が懸念されてお

り、建物の更新時期をとらえた駐車場の適正配置や集約化等の取り組みが必要です。 

≪駐車場不足エリアにおける対応強化≫ 

・都心部では、一部の駐車場に自動車が集中し駐車場待ち車両が生じている一方で、隣接す

る地区では空きがみられるなど利用に偏りが見られることから、既存駐車場の有効活用な

ど、駐車需要の平準化に対する取り組みが必要です。 

 

■駐車場需給バランス：H25平日 
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■駐車場需給バランス：H25休日 

 

≪民間駐車場の適切な整備誘導≫ 

・平面コインパーキングを除くと、都心部では駐車場が不足しています。 

・平面コインパーキングは、将来の担保性が施設型の駐車場と比べて低くなりますが、駐車

需要の充足に一定の役割を果たしていることから、設置動向を把握するとともに、将来の

開発時における適切な駐車場整備を誘導していく必要があります。 

 
  

■都心部の駐車場需給バランス （台）

平日 休日 平日 休日 平日 休日

ａ ｂ ｃ （ｃ－ａ） （ｃ－ｂ） d （d－ａ） （d－ｂ）

都心部地区 22,311 23,629 27,712 5,401 4,083 19,059 -3,252 -4,570

H25：福岡市調査

平面コインパーキング：駐車場形状が平面で時間貸しを行っている駐車施設

ピーク時駐車需要
平面コインパーキングを含む

駐車可能台数

（収容台数×90％）

平面コインパーキングを除く

駐車可能台数

（収容台数×90％）

需給バランス需給バランス
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≪自動二輪車駐車場の確保≫ 

・都心部地区には自動二輪車（50cc 超）の駐車が可能な民間駐車場が 27箇所、約 1,100台

あり、平置きの駐車場では満車となっている箇所も見られますが、地下駐車場など空きが

見られる駐車場もあります。 

・自動二輪車駐車場の位置等についての情報提供を行うとともに、駐車需要に応じた駐車場

の確保や、既存駐車場の有効活用等の取り組みを進めていく必要があります。 

≪荷捌き駐車施設の確保≫ 

・商業・業務の機能が集積している駐車場整備地区においては、一定規模以上の建築物に対

して、附置義務条例によって荷捌き駐車施設の設置が義務づけられており、条例改正後、

平成 25年度末の 16年間で約 540台の荷捌き駐車施設が確保されています。 

・また、天神地区や博多駅周辺地区を中心

に、交通管理者による貨物専用パーキン

グメーターが設置されており、平日は高

い稼働率となっています。 

・しかし、既存建築物には、荷捌き駐車施

設が確保されていないものもあるため、

引き続き、建物の更新時期をとらえて、

附置義務駐車場の運用により確保して

いく必要があります。 

 

 

 

≪多様な駐車需要への対応強化≫ 

・高齢社会の進展や、ユニバーサルデザインの観点から、様々な施設等において、車いす利

用者や高齢者など、移動が困難な人々に対する優先的駐車スペースの確保を進めていく必

要があります。 

・環境に優しい次世代自動車やカーシェアリングの普及など自動車に対する考え方が変化し

ているなかで、充電スタンド設備など、駐車場設備の充実を進めていく必要があります。 

 

≪自転車放置台数が多いエリアにおける対応強化≫ 

・市全体の自転車放置率は減少傾向にありますが、天神・博多駅地区などの都心部では、近

年、自転車放置台数は横ばいとなっており、乗り入れ台数に対して収容台数は確保できて

いるが、依然として放置台数が多い状況にあります。 

・放置台数を減少させるために、放置台数が多いエリアにおける駐輪場の整備、適切な誘導

等を進めていく必要があります。 

  

■パーキングメーター稼働率（天神） 

H19：福岡市調査 
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■天神地区の自転車の状況 

 

■博多駅地区の自転車の状況 

 

≪利用率の低い駐輪場への対応強化≫ 

・市内全域や都心部地区の利用率は８割を超えていますが、利用率が５割に満たない駐輪場

も見受けられます。 

・利用率を高くするために、利用者への案内強化等を進めていく必要があります。 

■駐輪場利用率の推移 

駐輪場 H18年度 H22年度 H25年度 

市内全域 70.6％ 76.0％ 81.6％ 

天神地区 67.5％ 76.2％ 83.7％ 

博多駅地区 80.6％ 83.6％ 92.1％ 

■利用率が低い駐輪場の例 

地区 H18年度 H22年度 H25年度 

天神中央公園 47.0％ 47.1％ 51.2％ 

人参公園 － 33.2％ 40.1％ 

≪暫定路上駐輪場への対応検討≫ 

・暫定的な措置として整備している路上駐輪場について、景観や回遊性を阻害しているとの

指摘があるため、将来的な対応を検討していく必要があります。  



-33- 
 

 
 

 

５ 国内外からの広域的な人流・物流を支える交通 
 

・博多港、福岡空港の利用者や取扱貨物が増加しており、人流・物流両面から広域交通拠点

の交通結節 機能の強化と連携強化が必要となっています。 
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・海外、国内からの来街者に対して分かりやすい交通環境づくりが求められています。 
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≪経済活性化とインフラ整備≫ 

・福岡市のさらなる経済の発展と都市の成長を図るためには，古代から成長の源泉となって

きた「国内外との交流による経済の活性化」が必要であり，人流・物流を活性化させるた

めには，それを支えるインフラ整備が重要です。 

≪観光分野における課題≫ 

・特に観光産業は，人々が移動し，食事や買い物などの経済活動を伴い，広いすそ野を持つ

分野です。福岡市でも，増加する観光客やクルーズ船の来航など急速な環境変化に適切に

対応することが求められています。 

≪具体的な取り組み≫ 

・観光客を受け入れるための交通分野に関わる取り組みとして，具体的には，クルーズ客に

対応するための都心部の観光バス乗降場や，観光拠点における観光バスの駐車場・乗降場

の設置が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■観光バス関連項目 

 

戦略２ クルーズ拡大プロモーション・おもてなし戦略 

【都市の受入体制強化】 

・観光バス待機場の分散，市内都心部での観光バス乗降場の確保 

 

戦略９ 来福客がゆっくりと楽しむ，福岡のまち巡り戦略 

【観光客に便利な交通環境づくり】 

・観光拠点や都心部における大型バスの駐車場・乗降場の確保 

 

資料：「福岡 観光・集客戦略 2013」 
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≪バス乗降場の整備≫ 

・福岡市を訪れる観光客の多くはショッピングを目的としていますが、商業施設が集積して

いる都心部の天神・博多駅地区では、観光バスの乗降場が不足しており、様々な場所にお

ける整備を進めていく必要があります。 

≪バス駐車場・待機場の整備≫ 

・都心部周辺地域においては、乗降場を整備する一方で、その観光バスが長時間駐車できる

駐車場、待機場の整備をあわせて進めていく必要があります。 

≪観光地における受け入れ環境の整備≫ 

・博多部のうち櫛田神社や御供所エリアなど、観光客の訪問先となる歴史地区でも、観光バ

スの受け入れ環境は十分に整っているとは言い難い状況です。 

・また、福岡市の観光スポットとして、元寇防塁、福岡城・鴻臚館、金印が発見された志賀

島など日本で唯一といえる歴史資源が見られますが、いずれも観光バス等の駐車場整備や

アクセス確保など受け入れ環境の整備が課題となっています。 
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